
内航船の廃食油回収・バイオ燃料活用に関する協議会

廃食用油に関する取り組みと最新動向

廃食油回収の促進と
バイオ燃料活用の拡大による
内航カーボンニュートラルの推進



全国油脂事業協同組合連合会
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廃食用油の回収・リサイクルに関する国内唯一の業界団体
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国内廃食用油の現状（数量、価格）、需給バランス
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廃食用油市況2017～

工業植物系

2号油B植

廃食一般

雑油輸出価格（最高値）

〇船舶燃料
従来燃料 月間18万KL、添加率24％
バイオ燃料需要 4.3万KL、年間約52万KL

〇航空燃料

〇陸上燃料
公道、オフロード

〇既存利用
飼料用 最低25万ｔ/年、工業系 最低5万ｔ/年

□国内発生量
事業系40万ｔ、家庭系10万ｔ、（その他30万ｔ程度）

2025年11月最新価格
工業植物系 137円/㎏ ２号油B植 137円/㎏
廃食一般 125円/㎏ 輸出価格 151円/㎏

持続可能な航空燃料（SAF）の導入促進に向けた官民協議会・第3回会合の資料より

□国内需要量

2021年11月最新価格
工業植物系 82円/㎏ ２号油B植 61円/㎏
廃食一般 47円/㎏ 輸出価格 114円/㎏

□輸出量
2024年総輸出量 132,178t/年（前年1万t↑）
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国内廃食用油の現状への課題と対策

課題

・燃料需要家の情報の不足
燃料原料としての品質基準が不明
現状でのバイオ燃料製造量と余剰能力
現在の回収状況と仕向け先

・燃料利用を目的とした輸出の増加
2024年年間輸出量 13.2万t
2025年累計輸出量 8.6万ｔ（9月統計時点）
直近1ヶ月輸出量 1.2万t

・有価買取による業界秩序の低下
有価買取による原料コストの急騰
回収事業者の資質低下
既存市場への影響
廃棄物か否かの判断基準の不明瞭

・圧倒的な供給量不足
需要量過多による原料不足

対策
・新たな油脂資源の開発
排水系油泥（グリーストラップ浮上油）
海外油脂資源の輸入開拓
家庭系廃食用油回収促進

・産業廃棄物としての明確な枠組み
収集運搬・中間処理費用の分担
許可事業者による適正処理推進
有価買取の規制による適正価格の維持
廃棄物にとらわれない新たな枠組みの成立

・調整弁としての輸出維持
季節需要の調整弁としての輸出維持
燃料化目的の輸出の管理
国内需要目的の輸出規制
トレーサビリティ確保による目的維持の推進

・各種情報の共有
燃料製造に求められる廃食用油の基準化
現状の製造状況、原料供給状況の共有
燃料目的で回収された油脂の確認
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今後の国内SAF事業推進に向けて
現在、顕在化する廃食用油を利用した国産燃料製造へ向けての各種課題の根本的解決

廃食用油を従前の産業廃棄物（家庭系廃食用油については一般廃棄物）としての取り扱いを明
確に示すことにより、これまで示した以下の課題を根本的に改善すると考える。

廃食用油の廃棄物としての取り扱いの明確化

既存油脂資源以外の開発
価格高騰 目的確保 国外流出予防

開発側との緊密な連携

トレーサビリティ確保

原料確保

生産力向上 適切な原料確保 需給バランスの維持

現在の国内発生量（主に事業系のみ）では、飼料、工業、燃料といった各種需要に応じきれない
状況であるため、国内の未利用油脂資源（排水油泥、家庭系）及び海外油脂資源の確保に向
けた各種取り組みを加速する必要があると考える。

適正価格 国際パートナーシップの構築

現状を踏まえた現実的なサプライチェーン構築のため、原料供給者側と最終利用者間での緊密な連
携によって、国産バイオ燃料製造におけるクリティカルパスである原料調達問題を共同で解決を図る。
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全国油脂事業協同組合連合会 講演
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第1章：量
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量（国内増分）
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第1章：量（結論）
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第2章：品質

 入口物性が歩留まり・燃料品質を決める（例） 
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第2章：品質

 QCの三本柱を標準化⸺
受入基準／一次精製／ロット管理 
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第3章：トレーサビリティ
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第3章：トレーサビリティ
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第4章：価格
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まとめ
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